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第
一
章

　
中
世
の
西
洋
美
術
を
リ
ー
ド
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
論
で
は
そ
の
「
光
」
に
焦
点
を
当

て
て
、
建
築
様
式
を
背
後
か
ら
規
定
し
て
い
る
神
学
的
な
光
の
形
而
上
学
を
考
究
し
て
い
る
。
ま
た

当
時
の
ド
イ
ツ
は
芸
術
先
進
地
域
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
そ
の
具
体
的
な
経
緯
を
、
ド

イ
ツ
の
一
彫
刻
家
を
手
が
か
り
に
し
て
論
証
す
る
。
こ
れ
は
美
術
の
伝
搬
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
ド
イ
ツ
化
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
美
術
に
特
殊
な
主
題
の
「
キ
リ
ス

ト
・
ヨ
ハ
ネ
群
像
」
論
は
こ
の
こ
と
を
追
求
し
て
い
る
。

第
二
章

　
古
代
の
伝
統
と
人
文
主
義
の
教
養
文
化
を
も
た
な
か
っ
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
は
、

そ
の
発
祥
地
イ
タ
リ
ア
を
手
本
に
仰
ぎ
つ
つ
も
、
し
か
し
こ
れ
と
は
異
な
る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
固
有
の

芸
術
を
創
造
し
た
二
人
の
画
家
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
を
取
り
上
げ
て
、
こ

の
事
情
を
考
察
し
て
い
る
。
神
秘
主
義
思
想
を
精
神
的
基
盤
に
し
た
前
者
の
造
形
が
北
方
の
伝
統
に

深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
代
表
作
《
イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
祭
壇

画
》
で
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
様
式
の
特
殊
性
が
そ
の
素
描
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
証

す
る
。
ま
た
後
者
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
ド
イ
ツ
人
と
し
て
は
じ
め
て
当
代
の
新
美
術
の
研
究
を
目
的
と

し
て
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
画
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
北
方
世
界
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
彼
の
画

家
と
し
て
の
形
成
史
を
、
こ
こ
で
殊
に
前
半
期
の
作
品
と
そ
の
美
術
理
論
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

第
三
章

　
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
が
プ
ラ
ハ
で
隆
盛
を
極
め
た
の
に
は
、
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
特
異
な
知

的
関
心
と
美
的
感
性
と
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
北
方
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
の
巨
匠

リ
ュ
ー
ベ
ン
ス
と
そ
の
弟
子
や
同
僚
画
家
た
ち
と
が
行
っ
た
「
共
同
制
作
」
で
は
、
と
く
に
制
作

に
先
行
す
る
芸
術
家
の
創
造
的
天
才
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
分
裂
状
態
を
経
て
統
一
国

家
へ
い
た
っ
た
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
ド
イ
ツ
民
族
の
芸
術
的
課
題
は
、
民
族
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
追
求
と
表
現
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ラ
・
マ
ル
タ
と
ウ
ィ
ー
ン
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
王

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
と
彼
を
取
り
巻
く
芸
術
家
た
ち
、
お
よ
び
表
現
主
義
運
動
に
つ
い
て
行
っ
た
論

述
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
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あ
と
が
き 

よ
り

［組見本］50％縮小

　
物
事
を
理
解
す
る
の
に
二
項
対
立
を
用
い
る
と
、
互
い
に
対
象
が
鮮
明
に
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
か
つ
て
デ
ヒ
オ
は
、
こ
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
そ
の
対
極
に
あ
る
人
物
と
し
て
グ

リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
を
挙
げ
、
二
人
は
ド
イ
ツ
芸
術
に
潜
む
二
元
論
の
個
人
的
な
顕
現

だ
と
述
べ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
普
遍
的
な
も
の
へ
の
飽
く
な
き
探
求
へ
燃
え
、
理
性
に

よ
っ
て
芸
術
を
確
固
た
る
も
の
と
し
よ
う
と
の
義
務
感
と
自
ら
を
否
定
す
る
自
己
犠
牲

す
ら
厭
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
の
固
有
な
伝
統
に

強
く
刻
印
さ
れ
た
、
自
ら
の
デ
ー
モ
ン
に
身
を
委
ね
る
夢
遊
病
者
で
あ
る
。
前
者
は
オ

ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
表
現
技
術
を
身
に
つ
け
、
軸
足
を
郷
里
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
置
き

な
が
ら
も
そ
の
業
績
と
名
声
は
国
境
を
越
え
て
い
っ
た
が
、
後
者
は
た
だ
画
家
で
あ
る

こ
と
の
み
に
終
始
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
確
た
る
故
郷
も
明
ら
か
で
な
く
、
孤
独
で
、
歴

史
か
ら
は
早
く
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
生
涯
と
創
作
は
克

明
に
辿
れ
る
が
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
生
涯
に
は
欠
落
と
謎
が
多
い
。
デ
ヒ
オ
以

後
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
が
過
ぎ
た
現
在
、
謎
が
す
べ
て
解
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
（
二
〇
〇
二

年
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
名
は
依
然
と
し
て
『
謎
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
』
と
な
っ
て
い

る
）、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
生
涯
と
創
作
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
イ
ー

ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
修
道
僧
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
兼
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
尚

書
の
宮
廷
画
家
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
建
築
の
造
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
夢
遊
病
者
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
大
芸
術
家
が

歴
史
の
忘
却
の
淵
へ
追
い
や
ら
れ
て
い
た
と
な
れ
ば
、
こ
と
は
簡
単
で
な
い
。
こ
こ
に

謎
の
一
つ
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
の
現
代
美
術
へ
の
影
響
の
点
で
は
、

い
わ
ば
陽
の
あ
た
る
場
所
に
居
続
け
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
超
え
る
も
の
さ
え
あ
る
。
ホ
ル

ス
ト
・
ヤ
ン
セ
ン
の
線
描
画
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
描
線
が
生
き
て
い
る
の
に
劣
ら
ず
、
い
な

そ
れ
以
上
に
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ク
ス
や
ア
ル
ヌ
ル
フ
・
ラ
イ
ナ
ー
の
画
面
に
は
グ
リ
ュ
ー

ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
デ
ー
モ
ン
が
息
づ
い
て
い
る
。
ピ
カ
ソ
で
す
ら
そ
の
埒
外
の
人
で
は
な
い
。

238
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後
か
ら
彼
の
頭
髪
を
摑
ま
え
て
顔
を
引
っ
ぱ
り
寄
せ
る
刑
吏
と
正

面
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
顔
を
覗
き
込
む
人
物
と
が
い
る
。
笛
を
吹
い

て
「
嘲
弄
」
の
情
景
を
鳴
物
入
り
と
す
る
若
者
の
姿
も
共
通
す
る
。

キ
リ
ス
ト
の
両
手
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
で
は
な
わ
を
掛
け
ら

れ
る
こ
と
な
く
両
膝
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
苛
酷
な
宿
命
へ

の
忍
従
と
諦
観
と
を
表
す
か
の
よ
う
に
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
静
か

に
広
げ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
両
作
品
と
も
同
じ
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
ク
ス
ル
ゲ
ル
ト
ナ
ー
は
両
作
品
の
関
係
を
、
受
難
劇
の
よ

う
な
共
通
の
源
泉
の
存
在
を
想
定
し
な
が
ら
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は

こ
こ
で
彼
の
偉
大
な
同
僚
の
強
い
造
形
精
神
の
感
化
を
受
け
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
と
い
い
、
そ
の
感
化
の
時
期
を
二
人
が
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
の
〈
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
〉
で
共
働
し
た
際
に
お
い
て
い
るJ
。

し
か
し
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
強
い
「
造
形
精
神
」
の
感
化
が

あ
る
な
ら
、
上
述
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
共
通
性
を
認
め
よ
う
と
す
る

ヴ
ァ
イ
ク
ス
ル
ゲ
ル
ト
ナ
ー
の
推
測
は
、木
版
画
の
成
立
し
た
時
期（
一
五
〇
八
～
〇
九
年
頃
）に
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の《
キ
リ
ス
ト
の
嘲
弄
》

を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
こ
の
作
品
は
一
五
〇
五
年
ご
ろ
制
作
の
油
彩
画
で
、
し
か
も
当
時
は
ア

シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
の
参
事
会
聖
堂
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
画
面
か
ら
い
く
つ
か
の
特
定
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
借
用
す
る
に
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
一
五
〇
八
～

〇
九
年
頃
よ
り
以
前
に
同
地
を
訪
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
小
旅
行
の
事
実
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ヴ
ァ
イ
ク
ス
ル
ゲ
ル
ト
ナ
ー
自
身
多
く
の
事
例
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
関
係
は
逆
に
見
る
方
が
自
然
で
あ
る

場
合
が
多
い
。
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
《
嘲
弄
》（
図
104
）
に
は
、
逆
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
初
期
の
作
品
か
ら
の
借
用
と
考
え
ら
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、左
手
で
頭
髪
を
摑
み
、右
手
で
拳
を
振
り
上
げ
る
刑
吏
は
、デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
〈
大
受
難
伝
〉
中
の
《
笞
刑
》（B.8

）（
一
四
九
六

図 103 デューラー　《キリストの嘲弄》（B.30）　〈小受難
伝〉　1508 〜 09 年頃

／
七
年
頃
）（
図
105
）
に
両
手
の
左
右
を
逆
に
し
て
登
場
す
る
。
最
後

列
で
こ
の
刑
吏
の
背
後
か
ら
顔
だ
け
を
み
せ
る
青
年
と
中
央
円
柱

の
右
へ
三
人
目
の
同
じ
く
顔
だ
け
見
え
る
人
物
と
は
、
グ
リ
ュ
ー

ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
中
央
背
後
の
少
年
と
右
後
隅
の
人
物
と
に
共
通
す

る
。
ま
た
《
嘲
弄
》
の
向
い
会
う
頭
巾
帽
の
男
と
右
手
を
差
し
出
す

肥
っ
た
男
と
は
、《
笞
刑
》
場
面
の
後
左
隅
の
二
人
の
男
に
類
似
す

る
。
こ
の
肥
瘦
両
タ
イ
プ
の
人
物
の
対
照
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画

《
料
理
人
と
そ
の
妻
》（B.84

）（
一
四
九
五
年
以
前
）
に
そ
の
先
例
を

も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
ツ
ュ
ル
ヒ
で
あ
っ
たK
。
彼
は
さ
ら
に
進

ん
で
、
頭
巾
帽
の
男
に
キ
リ
ス
ト
ヘ
の
同
情
者
を
み
、
こ
れ
を
作
者

グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
自
画
像
と
解
釈
し
た
が
、
少
な
く
と
も
モ

テ
ィ
ー
フ
と
し
て
み
れ
ば
こ
の
人
物
像
は
す
で
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版

画
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
るL
。
ま
た
《
嘲
弄
》
の
前
景
で
大
き
な
比

重
を
占
め
る
後
向
き
の
刑
吏
も
、
か
ら
だ
を
弓
な
り
に
し
て
キ
リ
ス

ト
を
縛
り
上
げ
た
つ
な
を
曳
く
姿
で
《
笞
刑
》
に
登
場
す
る
。
後
向

き
の
人
物
表
現
は
、《
笞
刑
》
に
限
ら
ず
し
ば
し
ば
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

版
画
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
は
お
そ
ら
く
Ｈ
・
Ａ
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
指
摘
し
た
よ
う
にM
、 

木
版
画《
聖
女
カ
タ
リ
ー
ナ
の
殉
教
》

（B.120

）（
一
四
九
七
年
頃
）
の
処
刑
人
の
姿
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。

　〈
イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
祭
壇
画
〉
に
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
的
な
画
面
構

図 104 グリューネヴァルト　《キリストの
嘲弄》　1505 年頃　ミュンヘン　
アルテ・ピナコテーク

図 105 デューラー　《キリストの笞刑》(B.8)　
〈大受難伝〉　1496 〜 97 年頃
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　本文編 524 頁、図版編 354 頁 
　定価　81,900 円（本体 78,000 円 + 税）
　ISBN4-8055-0396-3
美術史研究に燦然と輝く名著の本邦初の翻訳。本書はこの分野の研究の
中でも画期的な著作であり、イコノロジー（図像学）の方法で最も成果
を収めた大著である。490 点を超える貴重な作品写真の翻刻、原著注解、
精選文献一覧、索引など詳細なデータを収載、訳者による解説からなる。

美術史学の歴史
　ウード・クルターマン 著
　勝　國興・髙阪一治 訳
　B5 判上製函入
　本文 556 頁　　挿図 149 図 
　定価　29,400 円（本体 28,000 円 + 税）
　ISBN4-8055-0289-4
プラトンの古代から 20 世紀の現在に至るまでの美術史学について、その
業績の本質・意義等の解題を加えつつ通史的に辿った世界で初の美術史
家人名辞典の日本語版。登場する美術家=美術史家は実に1192人に達し、
美術史研究者はもとより図書館等のツールとして必備の辞典である。

書　名	 西洋美術史論考 —北方ヨーロッパの美術—

サイズ	 B5 判
頁　数	 口絵 	 16 頁
	 本文	456 頁
図　版	 213 点
体　裁	 上製本・函入り
定　価	 25,200 円
	 （本体 24,000 円＋税）
ISBN4-8055-0520-6 C3070
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1934 年、鹿児島県出身。1964 年、九州大
学大学院文学研究科博士課程（美学美術史）
単位取得。1972 〜 74 年、1985 〜 86 年、
ドイツ、ゲッティンゲン大学、次いでミュ
ンヘン中央美術史研究所留学。1964 年、
九州大学助手。1965 年、大阪府立大学助手、
1968 年以降、同志社大学専任講師、助教授、
教授、1984 年より同大大学院教授。現在、
同大学名誉教授。本務校の他、非常勤講師
として九州大学、大阪大学、神戸大学、東京
大学、京都大学、大阪芸術大学等で、ドイツ・
ルネサンス美術を中心に講義を行なう。

【主要著訳書】
『グリューネヴァルト』（朝日新聞社）
『北方ヨーロッパの美術』［共著］（岩波書店）
『北方ルネサンス』［執筆編集］（小学館）
ベネッシュ『北方ルネサンスの美術』［共訳］（岩

崎美術社）
ドイヒラー『ゴシックの美術』（グラフィック社）
シュトリーダー『デューラー』 ［監修翻訳］ （中
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クルターマン『美術史学の歴史』［共訳］（中央

公論美術出版）
パノフスキー『初期ネーデルラント絵画』［共訳］

（中央公論美術出版）

＊北方ヨーロッパの美術について、中世から現代までを通史的に多
数の図版とともに俯瞰し、また近接して多面的に考察した著作。

＊ドイツの近世芸術史の冒頭を飾るデューラーと、画家であること
のみに終始した未だ謎の多いグリューネヴァルトという対極的な
二人の作品・理論を深く考察するとともに、比較を通して、その
後の北方美術への影響にもアプローチしている。

＊本書は、美術史的な考察のみならず、中世・ルネサンスの建築史
的なことについても管見・言及している。

著　者	 勝  國興（かつ くにおき）
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